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化
学
の
チ
カ
ラ
で「
食
」を
改
善

�

生
物
資
源
科・熊
谷 

日
登
美
教
授

白
板
症
の
異
形
成
を
病
理
組
織
学
的
に

徹
底
解
析�

松
戸
歯・久
山 

佳
代
教
授

　

日
本
人
の
食
生
活
で
不
足

し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
。
放

置
す
る
と
、
骨
が
ス
カ
ス
カ

に
な
る
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ

し
ょ
う
し
ょ
う
）
を
招
き
か

ね
な
い
。
身
近
な
食
品
で
あ

る
大
豆
を
加
工
す
る
こ
と

で
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
研
究
を
進
め
る
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
を

つ
く
る
重
要
な
栄
養
素
。
日

本
人
の
１
人
当
た
り
１
日
摂

取
量
は
５
５
０
㍉
㌘
で
、
望

ま
し
い
摂
取
量
６
５
０
〜
８

０
０
㍉
㌘
を
下
回
る
。

　
「
ヒ
ト
の
血
液
は
１
デ
シ

㍑
当
た
り
10
㍉
㌘
の
カ
ル
シ

ウ
ム
が
含
ま
れ
、
そ
れ
よ
り

少
な
く
な
れ
ば
骨
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム
を
溶
か
し
て
濃
度
を

保
と
う
と
す
る
。
骨
粗
鬆
症

に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

牛
乳
、
豆
類
、
魚
、
緑
黄

色
野
菜
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多

く
含
む
食
品
だ
。「
こ
れ
ら

を
た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

物
質
が
必
要
で
す
」

「
脱
ア
ミ
ド
化
」
で
特
許

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
小
腸
か
ら

吸
収
さ
れ
る
が
、
吸
収
促
進

物
質
が
な
い
と
体
外
に
排
出

さ
れ
る
。
牛
乳
や
チ
ー
ズ
に

含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
「
カ

ゼ
イ
ン
」
は
吸
収
を
助
け

る
。
ク
エ
ン
酸
や
リ
ン
ゴ
酸

な
ど
も
同
じ
作
用
が
あ
る
。

し
か
し
カ
ゼ
イ
ン
に
は
牛
乳

特
有
の
匂
い
、
ク
エ
ン
酸
な

ど
は
酸
味
が
あ
る
の
で
、
そ

う
多
く
は
と
れ
な
い
。

　

日
本
人
が
よ
く
食
べ
る
大

豆
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
だ

が
、
吸
収
促
進
物
質
が
な

い
。
逆
に
吸
収
を
阻
害
す
る

「
フ
ィ
チ
ン
酸
」
が
入
っ
て

い
る
。

　

フ
ィ
チ
ン
酸
を
取
り
除

き
、
さ
ら
に
タ
ン
パ
ク
質
に

「
脱
ア
ミ
ド
化
」
と
い
う
加

工
を
施
す
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム

吸
収
率
が
改
善
す
る
。
グ
ル

タ
ミ
ン
を
「
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
」、ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
を
「
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
」
に
変
え
る

の
が
タ
ン
パ
ク
質
の
脱
ア
ミ

ド
化
。

　

そ
の
方
法
は
「
弱
酸
性
陽

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
」
を
入
れ

た
塩
水
に
、
大
豆
タ
ン
パ
ク

質
を
室
温
で
６
～
24
時
間
ひ

た
す
だ
け
。
強
酸
性
樹
脂
に

よ
る
脱
ア
ミ
ド
化
は
、
米
国

の
学
者
が
塩
酸
溶
液
を
使
っ

て
加
熱
し
て
実
施
。「
私
は

弱
酸
性
樹
脂
を
使
い
室
温
で

や
っ
て
み
た
。
見
事
に
で
き

ま
し
た
」

　

し
か
も
、
塩
酸
で
は
タ
ン

パ
ク
質
の
分
子
が
短
く
切
れ

て
苦
味
が
出
て
し
ま
う
が
、

塩
水
で
は
切
れ
な
い
。
分
子

化
に
は
別
の
効
果
も
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
質
の
分
子
が
網
目

状
に
な
り
、
水
を
閉
じ
込
め

染
み
出
し
が
少
な
く
な
る
。

豆
腐
や
ゼ
リ
ー
の
品
質
改
良

に
使
え
る
。

　

研
究
の
成
果
は
「
カ
ル
シ

ウ
ム
吸
収
促
進
剤
及
び
そ
の

製
造
方
法
」
と
し
て
平
成
22

年
に
特
許
登
録
さ
れ
た
。
こ

の
技
術
を
使
う
製
品
を
、
食

品
メ
ー
カ
ー
と
開
発
中
だ
。

　
「
こ
れ
は
穀
物
に
も
使
え

ま
す
。
脱
ア
ミ
ド
化
し
た
小

麦
タ
ン
パ
ク
質
を
マ
ウ
ス
に

与
え
た
と
こ
ろ
、
小
麦
ア
レ

ル
ギ
ー
の
症
状
が
出
な
く
な

り
ま
し
た
」。
子
ど
も
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
深
刻
な
問

題
だ
。
早
期
の
実
用
化
を
期

待
し
た
い
。

子
連
れ
留
学

　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
・

高
校
を
経
て
大
学
院
ま
で
12

年
間
、
女
子
校
で
学
ん
だ
。

本
学
に
は
平
成
２
年
に
入

職
。
す
で
に
結
婚
し
子
ど
も

が
１
人
。「
当
時
、
こ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
２
人
目
の
女
性

教
員
」。
母
校
と
は
異
な
り

男
性
教
員
ば
か
り
の
職
場
。

「
幸
い
出
産
に
つ
い
て
は
何

も
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

２
人
目
を
産
み
ま
し
た
」

　

12
年
に
留
学
の
機
会
が
訪

れ
る
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

を
控
え
そ
の
準
備
だ
け
で
も

大
変
な
の
に
、
子
ど
も
２
人

を
連
れ
て
行
く
な
ん
て
無

茶
」
と
い
う
周
囲
を
説
得
し

て
英
国
に
留
学
。「
私
の
両

親
と
夫
の
母
に
、
交
代
で
子

ど
も
の
世
話
に
来
て
も
ら
い

ま
し
た
。
親
も
『
楽
し
い
経

験
だ
っ
た
』
と
喜
ん
だ
」

　

家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ

数
々
の
研
究
成
果
を
上
げ
て

き
た
。
理
系
女
子
に
勇
気
を

与
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
だ
。

自
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
男

女
共
同
参
画
と
い
う
学
部
横

断
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
も
取

り
組
む
。「
女
子
高
生
向
け

の
実
験
教
室
や
、
女
子
卒
業

生
の
話
を
聞
く
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
」

　

学
部
専
門
の
女
性
教
員
は

着
実
に
増
え
、
い
ま
や
22

人
。
一
般
教
養
や
短
大
も
含

め
る
と
31
人
を
数
え
る
。
と

は
い
え
、
女
性
研
究
者
へ
の

道
は
依
然
険
し
い
。
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
ま

さ
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
。

　

熊
谷
　
日
登
美
（
く
ま

が
い
・
ひ
と
み
）
昭
和
57

年
お
茶
の
水
女
子
大
学
家

政
学
部
卒
、
63
年
東
京
大

学
大
学
院
農
学

系
研
究
科
農
芸

化
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

修
了
、
農
学
博
士
。
平
成

２
年
日
本
大
学
農
獣
医
学

部
農
芸
化
学
科
（
現
生
物

資
源
科
学
部
生
命
化
学

科
）
助
手
、
准
教
授
な
ど

を
経
て
23
年
教
授
。
こ
の

間
、
英
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
大

学
に
１
年
間
留

学
。
専
門
は
食

品
科
学
な
ど
。
19
年
安
藤

百
福
賞
優
秀
賞
受
賞
。
日

本
農
芸
化
学
会
な
ど
に
所

属
。
横
浜
市
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

久
山
　
佳
代
（
く
や

ま
・
か
よ
）
平
成
２
年
日

本
大
学
松
戸
歯
学
部
卒
。

卒
業
後
、
歯
科
医
師
と
し

て
勤
務
医
を
経

験
の
後
、助
手
、

専
任
講
師
な
ど
を
経
て
平

成
25
年
教
授
（
口
腔
病
理

学
講
座
）。こ
の
間
、独
ロ

イ
ト
リ
ゲ
ン
病
理
研
究
所

に
て
細
胞
診
の
共
同
研

究
。博
士（
歯
学
）、歯
科
医

師
、口
腔
病
理
専
門
医
、細

胞
診
専
門
歯
科
医
。
日
本

病
理
学
会
（
評

議
員
＝
以
下

同
）、
日
本
臨
床
細
胞
学

会
、
歯
科
基
礎
医
学
会
、

日
本
口
腔
内
科
学
会
な
ど

に
所
属
。
埼
玉
県
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

大
豆
加
工
し
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
解
消

怖
い
骨
粗
鬆
症
を
伝
統
食
で
防
ぐ

　

近
年
、
胃
が
ん
、
子
宮
が

ん
で
死
亡
す
る
人
の
割
合
が

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

舌
や
歯
肉
、
頬
の
内
側
な
ど

の
が
ん
―
―
口
腔
（
こ
う
く

う
）
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は

年
々
上
昇
し
て
い
る
（
統
計

上
は
咽
頭
が
ん
を
含
む
）。

が
ん
全
体
の
死
亡
者
数
に
占

め
る
割
合
は
１
～
２
％
、
約

６
９
０
０
人
程
度
と
多
く
は

な
い
が
子
宮
腫
瘍
や
白
血
病

よ
り
多
く
、
発
見
の
遅
れ
が

原
因
で
５
年
生
存
率
が
30
％

以
下
と
低
い
。

早
期
発
見
の
た
め
に

　

そ
こ
で
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
が
重
要
に
な
る
が
、
口

腔
が
ん
検
診
は
子
宮
頸
が

ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
な

ど
の
検
診
に
比
べ
る
と
普
及

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
ん
な
中
、
20
年
前
に
日
本

で
最
初
に
細
胞
診
を
用
い
た

口
腔
が
ん
検
診
を
採
り
入
れ

た
松
戸
歯
学
部
付
属
病
院
で

細
胞
診
専
門
歯
科
医
を
務

め
、
口
腔
が
ん
の
早
期
発

見
・
抑
制
に
つ
な
が
る
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
久

山
教
授
。「
付
属
病
院
は
口

腔
細
胞
診
の
検
体
数
が
日
本

で
最
も
多
い
病
院
。
そ
う
し

た
環
境
下
で
、
細
胞
診
を
用

い
た
口
腔
が
ん
検
診
で
が
ん

を
判
定
す
る
精
度
、
す
な
わ

ち
正
診
率
を
高
め
る
た
め
の

研
究
を
し
て
い
ま
す
」

　

検
診
で
が
ん
が
疑
わ
れ
る

と
検
体
を
顕
微
鏡
で
詳
し
く

観
察
（
病
理
検
査
）
し
て
判

定
す
る
。
病
理
検
査
に
は
組

織
診
と
細
胞
診
の
２
種
類
あ

り
、
組
織
診
が
局
所
麻
酔
後

に
メ
ス
で
切
除
し
て
検
体
を

採
取
す
る
の
に
対
し
、
口
腔

擦
過
細
胞
診
で
は
歯
間
ブ
ラ

シ
様
の
も
の
で
粘
膜
を
こ
す

っ
て
採
取
す
る
。
そ
の
簡
便

さ
か
ら
が
ん
検
診
に
細
胞
診

を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
組
織
診
に
比
べ
、
正
診

率
が
低
い
の
が
問
題
と
な

る
。

　

そ
こ
で
久
山
教
授
は
「
細

胞
診
の
誤
診
要
因
の
一
つ
が

口
腔
特
有
の
診
断
基
準
が
存

在
し
な
い
点
で
あ
り
、
シ
ン

プ
ル
で
的
確
な
基
準
が
あ
れ

ば
正
診
率
が
上
が
る
は
ず
」

と
、
前
が
ん
病
変
（
が
ん
に

変
化
す
る
可
能
性
が
高
い
病

変
）
で
最
も
代
表
的
な
白
板

症
を
対
象
に
、
が
ん
化
（
異

形
成
）
に
伴
う
組
織
構
築
の

変
化
を
調
べ
た
。
細
胞
を
知

る
に
は
そ
の
集
合
体
で
あ
る

組
織
を
熟
知
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
た
。

　

口
の
内
側
の
表
面
は
粘
膜

亢
進（
こ
う
し
ん
）に
伴
い
、

組
織
構
築
に
ど
ん
な
変
化
が

現
れ
る
の
か
。
久
山
教
授
は

そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
病
理
組
織
学
的
に
徹

底
的
に
調
べ
上
げ
た
。

　

そ
の
結
果
、
①
上
皮
細
胞

の
増
殖
能
力
②
が
ん
抑
制
遺

伝
子
の
出
現
③
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
（
生
体
維
持
の
た
め
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
細
胞
死
）

の
変
調
な
ど
５
項
目
で
大
き

な
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
特

に
中
等
度
の
異
形
成
を
境
に

腫
瘍
性
性
格
を
示
す
シ
グ
ナ

ル
が
出
て
い
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。

歯
科
医
が
が
ん
検
診

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
基

に
久
山
教
授
は
現
在
、
精
度

が
高
く
、
全
国
で
認
め
ら
れ

る
診
断
基
準
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
る
。「
分
類
は
３
、

４
段
階
に
と
ど
め
、
参
照
項

目
が
少
な
く
て
複
雑
す
ぎ

ず
、
顕
微
鏡
を
見
る
誰
も
が

す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
る
基
準
づ

く
り
が
大
事
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
同
教
授
。
細
胞
診
断

は
病
理
医
や
細
胞
検
査
士
が

担
う
が
、
熟
達
を
要
す
る
。

折
し
も
、
厚
生
労
働
省
の
喚

起
を
受
け
て
、
口
腔
が
ん
検

診
の
普
及
に
伴
う
細
胞
診
検

体
が
こ
こ
２
、
３
年
で
激

増
。
細
胞
検
査
士
の
元
に
検

体
が
殺
到
し
パ
ン
ク
状
態
に

陥
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。「
久
山
基
準
」
が
完

成
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題

を
解
消
で
き
る
。

　

久
山
教
授
が
細
胞
診
に
出

会
っ
た
の
は
学
生
時
代
。
当

時
ま
だ
目
新
し
か
っ
た
液
体

歯
磨
き
に
興
味
を
持
ち
、
そ

の
研
究
過
程
で
関
わ
っ
た
の

が
最
初
。
大
学
に
残
る
き
っ

か
け
と
も
な
っ
た
が
、「
口

腔
全
体
を
一
単
位
と
し
て
診

る
歯
科
医
師
が
育
つ
よ
う
学

部
教
育
も
懸
命
に
や
っ
て
い

き
た
い
。
口
腔
が
ん
検
診
で

が
ん
を
見
つ
け
ら
れ
る
歯
科

医
院
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い

け
ば
、
口
腔
が
ん
は
絶
対
減

ら
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
を
込
め
た
。

り
、
そ
の
下
に
基
底
膜
、
さ

ら
に
そ
の
下
に
結
合
組
織
が

存
在
す
る
。
異
形
成
段
階
の

上
皮
―
―
角
化
層
、有
棘〈
ゆ

う
き
ょ
く
〉
層
、
基
底
層
の

３
層
か
ら
な
る
―
―
が
あ

３月に出版した共編著「口腔の細胞診」
（口腔保健協会）を手に（研究室で）

女子高校生向け実験教室で

実験室で学生たちに囲まれる熊谷教授

がん化細胞の特徴を解明
正診率低い細胞診 診断基準に原因
診断精度の向上に生かす

医局員とともに実習室で（前列左から３人目が 
久山教授）

が
大
き
い
の

で
「
味
を
感

じ
る
味
蕾

（
み
ら
い
）

に
入
ら
ず
無

味
無
臭
。
自

由
に
味
や
香

り
を
付
け
ら

れ
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な

食
品
に
使
え

ま
す
」。

　

脱
ア
ミ
ド


